
石見に息づく神楽特
集



大元神楽

大元神楽伝承館 石見神楽蛇胴

桜江町長谷 桜江町市山

桜 江 町 市山

林蛇胴店（都治町） 神楽衣裳大畑や（嘉久志町） 御面屋 惠木舞工房（都治町）

演目「綱貫」 演目「大蛇」桜江町長谷

市山八幡宮
（飯尾山八幡宮）

石見神楽衣裳 石見神楽面甑（こしき）

勝地半紙

　
「
神
々
や
鬼
た
ち
が
躍
動
す
る
神
話
の
世
界
～
石
見
地
域

で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
～
」
が
５
月
20
日
、
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

い
に
し
え
か
ら
続
く
伝
統
芸
能
・
神
楽
、
神
楽
に
ま
つ
わ

る
文
化
の
継
承
に
は
、
地
域
の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
域

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
今
回
の
認
定
。
日
本
遺
産
の
物ス
ト
ー
リ
ー語

を

ひ
も
解
き
、
神
楽
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

八戸大元神社の
ムクの木

長浜人形角寿司
（箱寿司・押し寿司）

石見神楽

◎大元神楽
　［国指定：重要無形文化財］
◎石見神楽
◎石見神楽面
　（長浜面・市木面）
◎長浜人形
◎石見神楽蛇胴
◎石見神楽衣裳（刺繍衣裳）
◎勝地半紙
　［市指定：無形民俗文化財］

◎八戸大元神社のムクの木
　［市指定：天然記念物］
◎大元神楽伝承館
◎市山八幡宮
◎甑

こしき

◎角寿司（箱寿司・押し寿司）

江津市に関連する文化財

桜江町八戸

和 木 町

問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　

℡
（
５
２
）
７
４
９
４

日
本
遺
産
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　
５
月
20
日
、
石
見
地
域
の
９
市

町
が
合
同
で
申
請
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
「
神
々
や
鬼
た
ち
が
躍
動
す

る
神
話
の
世
界
～
石
見
地
域
で
伝

承
さ
れ
る
神
楽
～
」
が
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史

的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
文
化
・

伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化

庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。
平
成

27
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
、
こ

れ
ま
で
の
文
化
財
指
定
の
制
度
と

は
異
な
り
、
地
域
に
点
在
す
る
文

化
財
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
文
化
や

伝
統
を
物
語
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

で
認
定
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
今
回
の
認
定
で
大
き
く
評
価
さ

れ
た
の
が
、
伝
統
芸
能
の
神
楽
が

地
域
に
根
付
き
、
生
の
文
化
が
体

験
で
き
る
こ
と
、
面
や
衣
裳
な
ど

の
民
芸
が
地
場
産
業
と
し
て
定
着

し
て
い
る
こ
と
。神
楽
を
舞
う
人
、

神
楽
を
支
え
る
人
、
神
楽
を
見
る

私
た
ち
―
―
神
楽
に
関
わ
る
人
全

て
が
日
本
遺
産
な
の
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
内
容
は
？

　

石
見
地
域
に
根
付
く
神
楽
は
、

地
域
の
伝
統
芸
能
で
あ
り
な
が
ら

も
、
時
代
の
変
化
を
受
容
し
発
展

を
続
け
て
き
ま
し
た
。老
若
男
女
、

観
る
人
を
魅
了
す
る
石
見
地
域
の

神
楽
。
そ
れ
は
古
来
よ
り
地
域
と

と
も
に
発
展
し
て
き
た
、
石
見
人

が
世
界
に
誇
る
宝
で
す
。

　

認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

52
件
の
有
形
・
無
形
の
文
化
財
で

構
成
。
神
楽
に
加
え
、
道
具
や
衣

裳
、
和
紙
、
神
社
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

認
定
は
ど
う
生
か
さ
れ
る
の
？

　

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
て
、

各
地
の
定
期
公
演
で
平
均
２
割
程

度
観
客
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
域

内
外
の
人
に
神
楽
を
広
く
周
知
す

る
た
め
、
文
化
庁
か
ら
の
補
助
金

を
活
用
し
、
各
市
町
と
連
携
し
な

が
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
映
像
の

製
作
、
展
示
会
の
開
催
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
ず
、今
年
度
は
、

日
本
遺
産
の
認
定
に
つ
い
て
、
普

及
・
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
教
育
現
場
で
の
活
用
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
認
定
に
よ
っ
て
、

神
楽
を
や
り
た
い
と
思
う
人
、
神

楽
を
観
に
来
る
人
が
こ
れ
ま
で
よ

り
も
増
え
、
歴
史
と
伝
統
の
継
承

が
い
っ
そ
う
進
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
日
本
遺
産
認
定
は
、

石
見
全
体
の
活
性
化
の
大
き
な
力

に
な
る
で
し
ょ
う
。

島根県西部県民センター
観光振興課

吉田　祐基

？

な
ぜ
な
に
日
本
遺
産

島根県の
担当者が

解説！
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４
０
０
年
以
上
前
か
ら
続
く

大
元
神
楽
の
伝
承
と
保
存

　
邑
智
郡
大
元
神
楽
伝
承
保
存
会

は
、
桜
江
町
を
含
む
旧
邑
智
郡
の

神
職
と
神
楽
団
、
奏
楽
、
賛
同
者

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伝
承
保
存
会
で
は
、
で
き
る
限

り
古
い
形
を
残
そ
う
と
伝
承
と
保

存
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
口
伝
の
み
で
継
承
さ
れ
て
き

た
た
め
、
神
事
や
神
楽
舞
の
伝
承

が
難
し
い
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
映
像
や
文
章
な
ど
を
整
備

し
、見
え
る
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昔
の
映
像
か
ら
舞
い
方
を
復
元
し

た
り
、
神
楽
団
体
同
士
で
共
有
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
地
域
の
力
に

　
今
回
の
認
定
で
、
大
元
神
楽
を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

機
会
が
増
え
、
地
域
の
活
力
に
つ

な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

認
定
を
活
用
し
て
、
わ
ら
細
工
な

ど
大
元
神
楽
を
構
成
す
る
品
々
の

技
術
が
継
承
で
き
る
よ
う
な
事
業

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
大
元
神
楽
は
、
地
域
社
会
の
重

要
な
資
源
だ
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。
大
元
神
楽
を
残
し
て
い
く

こ
と
が
、
地
域
の
存
続
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
日
本
遺
産
を
活
用
し

て
、
外
へ
の
情
報
発
信
や
地
域
の

伝
承
・
保
存
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
神
楽
で
使
用
す
る
面
。
軽
く
て

丈
夫
な
和
紙
の
面
は
、
長
浜
人
形

に
携
わ
る
人
形
師
が
手
掛
け
た
も

の
で
、長
浜
人
形
の
技
法
を
使
い
、

土
型
に
強
靭
な
和
紙
を
幾
重
に
も

貼
り
合
わ
せ
て
で
き
て
い
ま
す
。

　
江
津
市
内
で
半
世
紀
以
上
も
の

間
、
長
浜
人
形
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
工
芸
士
の
安
東
三
郎
さ

ん
。
幼
少
の
頃
に
住
ん
で
い
た
浜

田
市
長
浜
町
に
は
、
人
形
屋
が
多

く
あ
り
、
店
の
手
伝
い
を
し
て
い

る
う
ち
に
人
形
作
り
に
魅
了
さ

れ
、
19
歳
の
と
き
に
地
元
の
人
形

師
に
弟
子
入
り
。
３
年
間
の
修
業

を
経
て
長
浜
町
の
自
宅
で
独
立
し

ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
後
半
に
江
津
市
内

の
施
設
か
ら
人
形
作
り
の
講
師
の

依
頼
を
受
け
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
拠
点
を
和
木
町
に
移
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
３
年
生
ま
れ
の
91
歳
で
す

が
、
近
隣
市
町
へ
講
師
と
し
て
出

掛
け
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
精
力
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
昔
な
が

ら
の
製
法
に
こ
だ
わ
り
、
一
切
の

妥
協
を
許
さ
な
い
職
人
で
す
。

　
「
昔
か
ら
地
域
に
根
付
い
た
神

楽
、
そ
し
て
長
浜
人
形
が
、
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
の
は
嬉
し

い
。
こ
れ
を
機
会
に
、
多
く
の
人

に
地
域
の
伝
統
工
芸
に
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

※
写
真
の
安
東
さ
ん
が
持
つ
面
は
、
19

歳
の
時
に
作
っ
た
般
若
面
。
こ
れ
ま
で

作
っ
て
き
た
中
で
一
番
気
に
入
っ
て
い

る
面
で
す
。

伝統を守り、つなぐ
伝統芸能・神楽。日本遺産の認定を地域活性化にどう結び
付けていくかを伝統文化の継承に取り組む人々 に聞きました。

石見神楽とは
　神職による神事として行われていた神楽が土
地の人に受け継がれ、民衆の新しい感覚が加わっ
て現在の姿に変化したものが石見神楽と呼ばれ
ている。石見地方の伝統芸能の一つで、豪華絢
爛な衣裳をまとい、活発なテンポの速い囃子に
合わせて神々の物語を再現する。

大元神楽とは
　古くは大元舞と称して、村々における集落の神
として祀られている大元神を勧請し、式年祭に
行われるものである。神がかり託宣の古儀が伝
承されている神楽。舞は、六調子でゆったりとし
た古風なもの。面をつける舞や多少の採物舞以
外は、神職により確実に伝承されている。

地
域
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら

石
見
神
楽
の
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く

大
元
神
楽
の
継
承
と
地
域
活
性
化

地域に息づく
伝統工芸を継承する

邑智郡大元神楽伝承保存会
会長

三浦　正典さん

長浜人形　工芸士
安東　三郎さん

江津市石見神楽連絡協議会
会長

山口　豊一さん

石
見
神
楽
の

継
承
と
発
展
を
担
う

　
江
津
市
石
見
神
楽
連
絡
協
議
会

は
、
市
内
の
７
つ
の
神
楽
団
体
で

構
成
さ
れ
、
伝
統
の
継
承
と
発
展

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
毎
年
11
月
に
石

見
神
楽
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。神
楽
団
体
の
交
流
に
加
え
て
、

市
内
外
の
人
に
石
見
神
楽
を
広
く

普
及
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
を
対
象
に
、
少

年
自
然
の
家
で
石
見
神
楽
体
験
教

室
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
よ
っ
て
は
高
齢
化
と
人
口
減

少
で
、
神
楽
団
体
が
存
続
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
石
見

神
楽
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

実
施
し
て
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
高
ま
る
注
目

　
今
年
、
石
見
神
楽
専
用
の
劇
場

「
石
見
小
屋
」
が
開
設
さ
れ
、
現

代
的
な
舞
台
演
出
が
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。

　
認
定
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
神

楽
に
対
す
る
注
目
が
高
ま
り
、
県

外
な
ど
で
の
公
演
や
観
光
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
日
本
遺
産

の
認
定
を
弾
み
に
、
地
域
の
伝
統

を
守
っ
て
、
活
動
の
輪
を
広
げ
な

が
ら
継
承
に
取
り
組
み
ま
す
。

Interview

塵
じん

輪
りん

四
し

方
ほう

堅
かた

貴
き

船
ふね

恵
え

比
び

寿
す

弁
べん

慶
けい

日
や ま と た け る

本武命
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　今月の表紙は神楽画家・山藤孝哲さんが、この特集用に描いた
作品です。イラストの線画を今月号に折り込んでいます。
　ぬり絵作品を募集して、「神楽のぬり絵展」を開催します。
◎展示期間　11月 27 日（水）～12 月11日（水）
◎展示会場　パレットごうつフリースペース
◎応募方法
　応募用紙に、氏名、年齢、住所（町の名前のみ）
を記入して、作品とともに提出。応募用紙とぬり絵（白
紙）は、提出先またはホームページにあります。
◎応募期間　10 月１日（火）～10 月 31日（木）
◎提出先　市民生活課・桜江支所・各地域コミュニティ交流センター

◎日時　　11 月３日（日）　午前９時～
◎会場　　桜江中学校体育館
◎入場券　前売券 1500 円（小中学生 700 円）

当日券 2000 円（小中学生 1000 円）
◎販売取扱場所
　桜江町内各商店、神楽の里 舞乃市、江津市観光情報センターなど
問桜江町商工会青年部　℡（９２）１３３１

◎日時　　11 月 24 日（日）　午前９時～
◎会場　　総合市民センター
◎入場券　前売券 1500 円、当日券 1800 円
※中学生以下は無料
◎販売取扱場所
　ゆめタウン江津、総合市民センター、江津市観光情報センターなど
問江津市観光情報センター　℡（５２）０５３４

　パレットごうつ公演は毎月１回、有福温泉湯の
町神楽殿公演は月に数回開催（休演の月もありま
す）。今年オープンした石見神楽劇場「舞乃座」は、
毎週公演しています。
　詳しくは、江津市観光情報センターホームペー
ジをご確認ください。

大元神楽伝承館は、平成 16 年
に市山公民館（当時）の一部

を改修してできた施設です。邑智郡
の大元神楽を伝承するため、関係資
料を保存しています。資料のほか、
舞殿と天

てん
蓋
がい

などの再現、神楽面や
衣裳、道具などの展示、記録映像
の放映を行っています。
　県外・市外から歴史愛好家の皆
さんがツアーで訪れたり、地元の学
校の児童生徒が見学に来たりしま
す。また、大元神楽の関係者が、地
域の大元神楽の保存・伝承のため、
資料を閲覧しに来られます。

　児童生徒たちや訪問客の皆さんに
は、幣や長

なげし
押に使う切り飾りを作る

体験、「天蓋」という演目に登場す
る小天蓋を操る体験をしてもらうこ
とも。皆さん、体験をとても楽しま
れます。
　大元神楽の説明や体験は、地域
の神楽団体の皆さんに協力をお願い
しています。神楽団体の皆さんによ
る説明とたくさんの資料で、大元神
楽の歴史と伝統の軌跡をたどること
ができます。

大元神楽伝承館（桜江町市山）

人々 を魅了する神楽。その歴史と創造性、
神楽の魅力を発信する人を紹介します。

秋は神楽シーズン！神楽大会や地域の
秋祭りに神楽を見に行きませんか？

大元神楽伝承館
（市山地域コミュニティ交流センター内）

竹内　美佐子さん

大元神楽伝承館
◎住所　　　桜江町市山４８１
◎開館時間　平日午前９時～午後４時
◎入館料　　無料
◎電話番号　℡（９２）１５０８

大元神楽の世界に触れる

魅力を伝える神楽を楽しむ

小
さ
い
頃
か
ら
神
楽
が
好
き

で
し
た
。
父
の
影
響
で
３

歳
か
ら
地
元
の
神
楽
団
体
で
舞
い

や
囃
子
に
触
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

　
６
歳
の
と
き
、
初
め
て
見
た
油

絵
に
衝
撃
を
受
け
、
将
来
の
夢
は

画
家
に
な
る
こ
と
を
決
意
。
江
津

高
校
美
術
部
に
入
り
、
念
願
の
油

絵
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
は
、
母
の
影
響
で

音
楽
を
学
ぼ
う
と
、
大
阪
と
東
京

で
音
楽
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
故
郷
の
波
子
で

過
ご
し
た
日
々
を
思
い
出
し
、
地

元
で
活
動
し
た
い
、
そ
し
て
、
画

家
に
な
る
と
い
う
夢
を
実
現
し
た

い
と
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　
神
楽
は
、
世
界
で
こ
の
地
域
に

し
か
な
い
重
要
な
財
産
で
す
。

　
神
楽
を
題
材
に
し
た
絵
を
見
て
、

郷
土
愛
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
人
々
が
神
楽
を
好
き
で
当
た

り
前
の
状
況
が
、
神
楽
や
地
域
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
夢
を
想
い
描
き
な
が
ら
、

創
作
活
動
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。

神楽の魅力を
多くの人に届けたい
　日本遺産の認定を受けて、これから
江津市では、島根県や石見地域の９市
町、社会教育課と連携して事業を進め
ます。
　具体的には、市内での石見神楽定
期公演や県外などでの公演、大元神
楽と石見神楽を構成する文化財群の
展示会などです。
　まずは、神楽を多くの人に知っても
らうこと、次に、神楽を支える人や技
術を知ってもらうことを、江津市観光
協会と私たち観光振興係の役割とし、
日本遺産の目的である地域活性化に
繋げていきたいと思います。
　石見人にとっては当たり前に存在す
る神楽が、文化的にも、芸能的にも、
特別で素晴らしい財産だということを
今回改めて感じました。
　市外の皆さんはもちろん、市民の皆
さんで神楽を見られたことがない人に
も、ぜひ、地域に根付く神楽、神話の神々
や鬼たちが躍動する舞台を味わって

いただきたいです。

第 42 回 桜江神楽共演大会

第 25 回 江津市石見神楽大会

石見神楽定期公演

▲神楽公演情報
はこちらから

▲ホームページ

山藤　孝
たか

哲
のり

さん

波子町出身。15 年前に
U ターンし、神楽画家と
して活動している。神楽
以外に似顔絵、風景、壁
画、看板なども手掛ける。

募集！

自分だけの表紙を作ろう！
神楽のぬり絵展の作品を募集します

Profile

神
楽
の
魅
力
を
発
信
す
る
神
楽
画
家

商工観光課観光振興係
中川　宗太

神楽画家・山藤孝哲さん描き下ろし！
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小松菜とウインナーの
クリーム煮

海洋プラスチックごみ問題講演会

材料（４人分）
・小松菜	 １袋
・ウインナー	 4 本
・しめじ茸	 １パック
・にんじん	 5 分の 1本
・玉ねぎ	 2 分の 1個
・バター	 10 ｇ
・小麦粉	 大さじ２
・牛乳	 	 １カップ
・みそ	 	 小さじ１
・顆粒コンソメ	小さじ 2分の１

江津食彩

エコ通信

秋のイベント＆体験を楽しもう！
朝ごはんに毎日プラス１皿の野菜

Cooking

今月は鉄分やカルシウム、ビタミンが豊富
な小松菜のクリーム煮です。きのこなど

に多いビタミンＤを合わせると、カルシウムの
吸収が良くなります。味噌が入っているため、
ご飯にもパンにも合います。

作り方
１小松菜は3ｃｍくらいの長さに切る。にんじんはせん切り、玉ね
ぎはうす切り、ウインナーは斜め切りにする。しめじは食べやす
い大きさに手で分ける。

２フライパンを熱しバターを入れ、１の小松菜以外を入れて炒める。
３小麦粉を入れ、全体に粉っぽさがなくなったら、小松菜を入れてし
んなりするまで炒める。弱火にして牛乳を少しずつ加え、みそ、コ
ンソメを入れる。

４全体にとろみがついたら、塩こしょう（分量外）で味を整える。

ごうつの味　四季めぐり

1人分の野菜使用量　100g

レジ袋は、買ったものを自宅などに運ぶ
比較的短い時間使うためだけに、大量

に製造され捨てられています。レジ袋を当た
り前のようにもらうことを見直して、私たち一
人一人がごみを出さない買い物を心がけるこ
とは、地球環境を守るためにとても大切なこ
とです。
　毎日の暮らしの中で身近にできるエコ活動
「マイバッグ持参」の習慣を身に付けましょう！
◎マイバッグで買い物するときのマナー
・マイバッグは折りたたんだまま買い物しま
しょう。
・お店に備え付けの買い物かごを使いましょう。
・マイバッグはレジを通ってから使いましょう。
問市民生活課生活環境係
　℡（５２）７９３６

Eco

Event

　最近大きく取り上げられている海洋プラ
スチックごみ問題。
　「それってどんなこと？」、「解決に向けて
何をすればいいの？」など、現状や今後の
取り組みについて考えてみましょう。
◎日時　10月8日（火）
　　　　午後１時30分～3時
◎会場　じばさんセンター3階ホール
◎演題　「海洋プラスチックごみ問題と私たちにできること」
◎講師　常國文江氏
　　　　（ＮＰＯ法人コアラッチ理事長・しまね環境アドバイザー）
◎入場料　無料
◎申込　電話で下記事務局へお申し込みください。
問江津市衛生組合協議会事務局（市民生活課生活環境係内）
　℡（５２）７９３６

買い物はマイバッグで！

【展示部門】
◎開催期間
　11月１日（金）～３日（日）
　午前 9時～午後7時
※3日は午後 3時まで
◎内容
　書道、写真、絵画、水墨画、短歌、
俳句、川柳、郷土史、工芸、盆栽、
生花、お茶席など
◎入場料　無料
※お茶席代は１００円必要

【芸能部門】
◎日時　11月3日（日）

午前10 時～午後 3時（予定）
◎内容
　日本舞踊、大正琴、詩吟、コー
ラス、箏尺八、書道パフォーマンス、
子ども神楽、傘おどり、お楽しみ抽
選会など
◎入場料　無料

問社会教育課文化スポーツ振興係　℡（５２）７９５９

江津市文化祭

地域体験イベント
いわみん２０１９秋

少年自然の家オープンデー

［ 期間 ］ ［ 会場 ］11月１日（金）～11月３日（日） 総合市民センター

　少年自然の家の人気プログラムを予約なしで気軽に
体験できます。地元団体の出展ブースもあります。
◎日時　10月27日（日）

午前９時 30 分～午後４時
※受付は午後３時まで

◎場所　島根県立少年自然の家
◎対象　どなたでも

（高校生以下の人は保護者または成人の同伴）
※詳細は「島根県立少年自然の家」ホー
ムページにてご確認ください。
問島根県立少年自然の家
　℡（５２）０７１６

　石見地方の歴史や文化、食やモノづくり、そして人々
の魅力に目を向け、そのまちに暮らす人が組み立てる
地域体験プログラムを楽しめます。
　石見の豊かなアクティビティ（活動）を体験しませんか。
◎期間　10月25日（金）～12月８日（日）
◎場所　市内および石見地域各所
◎内容
　日時、定員、参加料は、各プログラム
により異なります。詳しくは、ホームペー
ジをご覧ください。
◎申込締切
　各プログラム開催日の３日前（事前予約制）
■申■問いわみん実行委員会事務局（イワミノチカラ）　
　　℡（５２）７２１４

昨年の「いわみん」では、
江津中学校の生徒たちが考
えたプログラムが登場！

▲ホームページ

▲ホームページ
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　たんぽぽ倶楽部は、精神疾患がある人の地域での交流
の場です。
　同じ悩みをもつ当事者同士で交流し、地域での孤立や
病気の悪化を防ぐために活動しています。

Ａさんの話

　　　「がんの術後に仕事で無理をして、精神に障がいを
受けて、やむを得ず江津に帰住したときは、失意のどん
底でした。病気は好転せず、友達もおらず、働くこともで
きない状態でした。
　そんなとき、〝たんぽぽ倶楽部〟を紹介されました。同
じ障がいのある人、ボランティア、市の職員とトランプや
茶話会をして、最初は『意味があるんだろうか』と思いま
した。回を重ねるごとに友達のように会話ができるように
なり、そして、だんだん自分に笑顔が戻ってきたのに気が
つきました。
　随分時間はかかりましたが、今では私の楽しい時間の
一つになりました。就労支援事業所にも通所できるよう
になり、友達もたくさんできました。
　精神障がいで苦しんでいる人の気持ちは痛いほど分か
ります。しかし、勇気を持って回復のきっかけを探してく
ださい。そのきっかけに、たんぽぽ倶楽部の笑顔と温か
さは必ずお役に立つと思います」
 
いつでも見学できます

　安心できる時間を一緒に過ごし
てみませんか？
◎日時　毎週木曜日

午前 10 時～11 時 30 分
◎場所　江津市役所福祉分室
問健康医療対策課障がい者福祉係
　℡（５２）７９３４

健康
＆

すくすく

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

　断酒会は、アルコール依存症などお酒の問題に悩む人
たちの自助グループです。
　本人・家族が定期的に集まり、体験談を語り合いながら、
お互いを支え、飲酒問題からの回復を目指しています。
　「酒を飲み続けることが当たり前の生活になっていた」、

「酒から逃れるために、また酒を飲み、坂を転げ落ちるよ
うな生活だった」。参加者は自分の経験や思いを率直に語
ることができます。
　断酒会では、自分が発言したことに対する意見や批判
は一切ありません。断酒会の仲間たちは、どんなことで
も受け止めてくれます。

 
参加者の声

　「最初は勇気がいったが、優しく受け入れてもらえ、今
では仲間が沢山できた」
　「断酒会に出ているおかげで酒をやめられています」
　「家族も一緒に参加することで、正しい関わり方を学ぶ
ことができた」
　「酒をやめたことで地域の輪に入れるようになった」
　「再就職を目指して、めげずにがんばりたい」
 
お酒の悩みがある人は断酒会に参加しませんか？

　まずは気軽に見学に来ていただき、断酒会の雰囲気を
感じてみてください。
◎会場・開催日
　江津保健センター：第１、第２、第４木曜日
　桜江保健センター：第３木曜日
◎時間　午後７時～９時
※毎月「くらしの広場」に断酒会の日程を掲載していま
す（今月号は 27 ページです）
問佐々井勉　℡０９０（８７１５）８６７９
　豊田康弘　℡０８０（１９０４）８１５４

　病気になって不安なとき、誰にも言えない悩みがあるとき
はありませんか？
　同じ病気を体験した仲間たちが運営する当事者会や自助
グループの活動は大きな支えになります。
　市内で活動している２つのグループを紹介します。

問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５

仲間と共に生きる
～当事者会・自助グループの活動～

たんぽぽ倶楽部断酒会

心
の
健
康
づ
く
り

～
生
き
生
き
と
し
た

暮
ら
し
の
た
め
に
～

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、「
人
と
つ
な
が

る
力
」
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
か
と
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ

や
喜
び
を
体
験
し
な
が
ら
、
高
齢
・

介
護
者
の
う
つ
予
防
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
も
触
れ
て
お
話
し
し
ま
す
。

◎
日
時　
10
月
23
日

（水）

午
前
10
時
～
11
時

◎
場
所

　

済
生
会
江
津
総

合
病
院
１
階
外
来

①
ブ
ロ
ッ
ク
と
②
、

③
ブ
ロ
ッ
ク
の
間

◎
講
師

　
済
生
会
江
津
総
合
病
院

保
健
師　
石
田
陽
子

※
申
込
は
不
要
で
、
受
講
料
は
無
料

で
す
。

◎
今
後
の
開
催
予
定

・
11
月
27
日

（水）

テ
ー
マ
：
心
不
全
に
つ
い
て

・
12
月
25
日

（水）

テ
ー
マ
：
認
知
症
予
防

　

済
生
会
江
津
総
合
病
院
で
は
、
毎

年
10
月
の
第
３
日
曜
日
に
乳
が
ん
検

診
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
サ
ン
デ
ー
に
賛

同
し
て
行
う
も
の
で
す
。
平
日
の
子

育
て
、
介
護
、
仕
事
、
家
事
な
ど
で

忙
し
い
女
性
が
、「
日
曜
日
に
乳
が
ん

検
診
」
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
と
全
国

の
医
療
機
関
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　
10
月
20
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所　
済
生
会
江
津
総
合
病
院

◎
対
象
者

　

江
津
市
民
・
和
暦
奇
数
年
生
ま
れ

で
40
歳
以
上
の
女
性

◎
申
込　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※
同
日
、
済
生
会
病
院
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。

◎
予
約
申
込
先

　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

℡
（
５
２
）
７
９
３
５

　

病
院
を
退
院
し
、
新
し
い
家
族
を

迎
え
た
新
生
活
。
幸
せ
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
の
は
ず
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の

お
世
話
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
、

な
ぜ
か
ふ
と
涙
が
出
る
…
。
こ
う
し

た
「
産
後
う
つ
」
の
症
状
は
、
産
後

２
週
間
の
時
期
に
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

江
津
市
で
は
、
産
後
２
週
間
健
康

診
断
の
健
康
診
断
票
（
紫
色
）
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
済
生
会
江
津
総
合

病
院
で
健
康
診
断
を
受
診
で
き
ま
す
。

他
の
医
療
機
関
で
出
産
し
た
場
合
で

も
受
診
が
で
き
、
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
お
母
さ
ん
自
身
の
お
悩
み
、
赤
ち
ゃ

ん
の
こ
と
、
産
後
２
週
間
健
康
診
断
で

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
公
開
講
座

日
曜
日
乳
が
ん
検
診

産
後
ケ
ア

■問
済
生
会
江
津
総
合
病
院　

℡
（
５
４
）０
１
０
１

済
生
会
江
津
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

Topics 3

Topics 2

Topics 1

　小学生が赤ちゃんとの関わりを通じて、小さな命に感動する心、
親への感謝や人への思いやり、生きる勇気を育むことを目的に「赤ちゃ
ん登校日」を開催します。
　公開授業です。関心のある人の積極的な参観をお待ちしています。
◎日時
▽第３回赤ちゃんとの関わり体験授業
　10 月 29 日（火）　午前９時 30 分～11 時 10 分
◎会場　津宮小学校
◎講師　城西大学薬学部特任教授　高塚人志氏
問子育てサポートセンターＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ
　℡（５２）０５６９

 赤ちゃん登校日（津宮小学校）を開催します 
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健康
＆

すくすく

開催日 イベント 時　間 備　考

２日（水）

●谷 乳幼児健康相談・離乳食教室・絵本の読み聞かせ
●の ０歳児あそぼうクラブ「食事体験」

◎参加費　こども150 円、大人 250 円
◎持ち物　お箸、おしぼり、スプーン、フォーク、大人のみ白ご飯

午前 9 時 30 分～11時 30 分
午前 10 時～ 要予約（８組）

３日（木）

●あ わくわくお食事会「バイキング形式で食事を楽しもう」
◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　お箸、スプーン、フォーク、お茶（大人も）

●う ぴょんぴょん「お散歩へいこう」

午前 11時～正午

午前 9 時 30 分～11時 30 分

要予約（15 組）

要予約
４日（金） ●子 おたのしみの日「防災大型絵本を見ましょう」 午前 10 時～11時

８日（火） ●子 第 3 回赤ちゃん教室　「歯の教室～元気に育て丈夫な歯～」 要予約（10/2 締切）

９日（水） ●谷 すくすくランド「ふれあいあそび」
◎持ち物　お茶

午前９時 30 分～11時

11日（金） ●子おたのしみの日「どんぐりで楽器をつくろう」 午前 10 時～11時

12日（土） ●子 パパママ学級　「お産の経過と沐浴体験・妊婦体験」
◎資料代　500 円　◎持ち物　母子健康手帳

午前 10 時～正午 要予約

16 日（水）
●子 乳幼児健康相談・おっぱい相談
●谷 すくすくランド「お散歩」

◎持ち物　お茶・帽子・ベビーカー

午前９時 30 分～11時 30 分
午前９時 30 分～11時

17日（木）

●あ さくらこども園の日
◎会場　さくらこども園　　◎持ち物　お茶

●の マザーズひろば　「ベビーマッサージ」
◎持ち物　バスタオル１枚

●う ぴょんぴょん「ハロウィン製作」

午前９時 30 分～11時

午前 10 時～

午前９時 30 分～11時 30 分

要予約 (10/10 締切）

要予約

要予約 (10 組 )

18 日（金） ●子 おたのしみの日「ミニミニ運動会」・0 歳から楽しめます。
◎参加費　子ども1人につき100 円　◎持ち物　飲み物

午前 10 時～11時

19 日（土） ●子 絵本のよみかたりの日（しまね子ども読書アドバイザー） 午前 10 時～11時

21日（月） ●う ぴょんぴょん「座禅体験（波積町岩瀧寺にて）」 午前 10 時～11時 要予約

23 日（水）

●子 離乳食教室
◎対象　初期５～６カ月児

●の １・２・３歳児あそぼうクラブ　「食事体験」
　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
　◎持ち物　お箸、おしぼり、スプーン、フォーク、大人のみ白ご飯
●谷 すくすくランド「おやつ作り」

◎持ち物　お茶

午前 10 時～11時 30 分

午前 10 時～

午前９時 30 分～11時

要予約（8 組）

25日（金）

●子 子育てサポーター・ボランティア養成講座＆
　 ファミサポ研修会「衛生のお話」
●の お楽しみひろば「収穫祭」

◎参加費　100 円

午前 10 時～11時

午前 10 時～ 要予約

26 日（土） ●あ スマイルデー　「土曜日開催・セルフハンドマッサージレッスン・
　 ナオファームのカフェ（有料）、あさりフォトスタジオ」

午前９時 30 分～11時 要予約 (10/18 締切 )

29 日（火） ●子 赤ちゃん登校日　「第 3 回関わり体験授業」
◎会場　津宮小学校

午前９時 30 分～11時10 分

30 日（水）

●の バースデーカフェ
◎参加費　100 円

●う ぴょんぴょん「食事体験・おいしいｄａｙ」
◎持ち物　エプロン、おしぼり　◎参加費　500 円

午前 10 時～

午前９時 30 分～12 時 30 分

要予約

要予約
(10/23 締切・5 組）

31日（木） ●あ もぐもぐデー「保健師・栄養士と茶話会で楽しく話そう」
◎持ち物　お茶

午前 10 時～11時 要予約 (10/24 締切 )

子育てサポート　10月のイベント一覧

●子 子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  　℡（５２）０５６９
●の のぞみ子育て支援センター　℡（５２）７８８８　　●谷 谷住郷子育て支援センター　℡（９２）０３３８
●あ あさり子育て支援センター　℡（５５）１０２４　　●う うさぎ山子育て支援室　℡（５４）１４２５

　子育てサポートセンターの実施する今月のイ
ベントや各種の取り組みなどをお知らせします。

　各イベントなどへのお申し込みやお問い合わ
せは下記の各施設までお問い合わせください。

（注）表中に記載がない場合、予約不要・参加費などは無料
　ただし、本号発行後に変更される場合があります。

Information
Pick Up!

水道料金・下水道使用料などが変わります
　消費税・地方消費税率の改定に伴い、水道料金・下水道使用料・生活排水処
理施設使用料の消費税率が８％から10％に変わります。

　変更の時期は、地区ごとの定期検針の時期により異な
ります。
※新たに 10 月から使用を開始した場合は、10 月使用分

（11 月定期検針）から消費税率 10％です。

◎ 10 月の使用分から（12 月定期検針から）
　嘉久志・江津・渡津・和木・都野津・二宮・敬川・桜江
◎ 11 月の使用分から（１月定期検針から）
　波積・黒松・都治・後地・浅利・松川・川平・波子・跡市・
千田・有福温泉

　変更の時期は、地区ごとに異なります。
※新たに 10 月から使用を開始した場合は、10 月使用
分から消費税率は 10％です。

◎ 10 月の使用分から
　嘉久志・江津・和木・都野津・二宮・桜江
◎ 11 月の使用分から
　波子

■問水道課業務係　℡（52）0555

■問下水道課管理係　℡（52）7497

現行水道料金

◎基本水量（２カ月使用の場合）：14 ｍ３

◎基本料金（２カ月分）
２カ月の使用水量 基本料金
～ 14 ｍ３ 3,024 円
15 ～ 80 ｍ３ 3,544 円
81 ～ 200 ｍ３ 6,136 円
201 ｍ３以上 10,412 円

◎超過料金
超過水量（※） 超過料金

1 ｍ３あたり 227 円
※超過水量とは、２カ月使用の場合、基本水量（14 ｍ３）
を超えた使用水量です。

改定後水道料金（消費税 10％込）

◎基本水量（２カ月使用の場合）：14 ｍ３

◎基本料金（２カ月分）
２カ月の使用水量 基本料金
～ 14 ｍ３ 3,080 円
15 ｍ～ 80 ｍ３ 3,608 円
81 ～ 200 ｍ３ 6,248 円
201 ｍ３以上 10,604 円

◎超過料金
超過水量（※） 超過料金

1 ｍ３あたり 231 円
※超過水量とは、２カ月使用の場合、基本水量（14 ｍ３）
を超えた使用水量です。

現行の使用料

◎２カ月分
区分 汚水の量 使用料

基本料金 0 ～ 20 ｍ３ 3,544 円

超過料金
（1 ｍ３につき）

21 ～ 40 ｍ３ 191 円
41 ～ 60 ｍ３ 202 円
61 ～ 80 ｍ３ 214 円
81 ～ 100 ｍ３ 227 円
101 ～ 200 ｍ３ 239 円
201 ～ 600 ｍ３ 252 円
601 ｍ３～ 263 円

改定後の使用料

◎２カ月分
区分 汚水の量 使用料

基本料金 0 ～ 20 ｍ３ 3,608 円

超過料金
（1 ｍ３につき）

21 ～ 40 ｍ３ 194 円
41 ～ 60 ｍ３ 206 円
61 ～ 80 ｍ３ 218 円
81 ～ 100 ｍ３ 231 円
101 ～ 200 ｍ３ 244 円
201 ～ 600 ｍ３ 257 円
601 ～ 268 円

水道料金

下水道使用料・生活排水処理施設使用料
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Information
Pick Up!

10
月
１
日

（火）
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
販
売
を
開
始
し
ま
す

　

購
入
が
で
き
る
人
に
は
、「
江
津
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券
」

（
以
下
「
引
換
券
」）
を
順
次
送
付
し
て

い
ま
す
。
引
換
券
は
再
発
行
で
き
ま
せ

ん
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者

①
平
成
31
年
１
月
１
日
に
江
津
市
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
令
和
元

年
度
市
民
税
が
非
課
税
の
人

※
令
和
元
年
度
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
の
扶
養
親
族
な
ど
の
場
合
や

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
対
象
外
で

す
。

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子

が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

引
換
券
を
申
し
込
む

◎
引
換
券
の
申
込
方
法

　

①
の
対
象
者
（
住
民
税
非
課
税
者
）

は
、
引
換
券
の
申
請
が
必
要
で
す
。
市

か
ら
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。　

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
申
請
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
引
換
券
の
申
請
期
限

令
和
２
年
１
月
31
日

（金）
ま
で

◎
引
換
券
の
申
請
が
い
ら
な
い
場
合

　

②
の
対
象
者
は
、
引
換
券
の
申
請
は

不
要
で
す
。

※
８
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
に
対

す
る
引
換
券
は
、
10
月
以
降
に
送
付
し

ま
す
。

商
品
券
を
購
入
す
る

◎
商
品
券
の
販
売
場
所

・
江
津
市
内
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
は

除
く
）
窓
口

・
江
津
市
内
島
根
中
央
信
用
金
庫
窓
口

◎
商
品
券
の
購
入
方
法

　

次
の
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
販
売

場
所
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
引
換
券

・
身
分
証
明
書

・
購
入
代
金

◎
商
品
券
の
販
売
期
間

　
10
月
１
日

（火）
～
令
和
２
年
２
月
28
日

（金）

◎
商
品
券
の
利
用

　

利
用
可
能
店
舗
は
、
市
内
に
店
舗
を

有
し
、
取
扱
店
と
し
て
市
へ
登
録
さ
れ

た
店
舗
の
み
で
す
。

　

販
売
場
所
で
利
用
可
能
店
舗
一
覧
表

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
商
品
券
の
有
効
期
間

　
10
月
１
日

（火）
～
令
和
２
年
３
月
31
日

（火）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
開
始
し
ま
す

■申
■問
江
津
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
実
施
本
部
（
財
政
課
）

℡
（
５
２
）
７
９
２
９

対象者と購入金額

商品券の購入対象者 利用可能額 購入金額

①平成 31年１月１日に江津市に住民登録されている人で、
令和元年度市民税が非課税の人
※令和元年度市民税が課税されている人の扶養親族などの場合や
生活保護受給者などは対象外

一人に付き
25,000 円

20,000 円
×人数

②平成 28 年４月２日から令和元年９月 30 日までの間に
生まれた子が属する世帯の世帯主

対象の子ども
一人に付き

25,000 円
20,000 円

×人数

本
人
通
知
制
度
と
は

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の

証
明
書
を
本
人
以
外
の
第
三
者
に
交
付

し
た
場
合
に
、
交
付
の
事
実
を
通
知
す

る
制
度
で
す
。

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
お

よ
び
不
正
取
得
に
よ
っ
て
、
個
人
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
抑
止
ま
た
は

防
止
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
事
前
登

録
が
必
要
で
す
。

※
代
理
人
や
第
三
者
か
ら
の
請
求
を
拒

ん
だ
り
、
交
付
の
可
否
を
登
録
者
に
確

認
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
通
知
す
る
内
容

　

証
明
書
の
交
付
年
月
日
、
交
付
し
た

証
明
書
の
種
別
、
交
付
通
数
、
交
付
請

求
者
の
区
分
（
代
理
人
、
第
三
者
）

※
住
所
・
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
通

知
し
ま
せ
ん
。

◎
通
知
の
対
象
外
と
す
る
請
求

・
住
民
票
の
写
し
の
場
合
：
本
人
ま
た

は
本
人
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
人
か
ら

の
請
求

・
戸
籍
謄
本
な
ど
の
場
合
：
本
人
ま
た

は
本
人
と
同
じ
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
、
本
人
の
配
偶
者
、
直
系
尊
属
も

し
く
は
直
系
卑
属
か
ら
の
請
求

・
弁
護
士
か
ら
の
裁
判
、
訴
訟
、
刑
事

事
件
手
続
き
に
係
る
請
求

・
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
の
公

用
請
求

事
前
登
録
が
始
ま
り
ま
す

◎
実
施
時
期

・
登
録
開
始　
10
月
１
日

（火）
か
ら

・
本
人
通
知

令
和
２
年
１
月
１
日

（水）
か
ら

◎
受
付
場
所

　
市
民
生
活
課
・
桜
江
支
所

※
市
外
に
お
住
ま
い
の
人
や
病
気
な
ど
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
っ
て
、
窓
口
で
手

続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
郵
送
に
よ
る
申

し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

◎
対
象
者

　

江
津
市
に
住
民
票
ま
た
は
本
籍
が
あ

る
人
（
過
去
に
あ
っ
た
人
も
含
み
ま
す
）

◎
登
録
に
必
要
な
も
の

①
本
人
通
知
制
度
登
録
申
出
書
（
受
付

場
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
代
理

権
限
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
委
任
状
、

戸
籍
謄
本
、
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

◎
そ
の
他
注
意
事
項

・
登
録
に
期
限
は
な
く
、
本
人
か
ら
廃
止

の
届
出
が
あ
る
ま
で
有
効
で
す
。
た
だ

し
、
登
録
者
が
死
亡
ま
た
は
失
踪
宣
告

を
受
け
た
と
き
は
登
録
を
抹
消
し
ま
す
。

・
転
居
や
戸
籍
届
出
な
ど
に
よ
り
登
録

事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
届
出
が

必
要
で
す
。
変
更
の
届
出
が
な
い
と
本

人
通
知
の
送
付
が
で
き
な
い
た
め
、
登

録
を
廃
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度

■問
市
民
生
活
課
市
民
係　
℡
（
５
２
）
７
４
８
２

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
交
通
事

故
や
傷
害
な
ど
の
第
三
者
に
よ
る
不
法

行
為
が
原
因
で
状
態
が
悪
化
し
た
場

合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
か
か
っ
た
費
用
は
加
害
者
が
負

担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
そ
の
保
険

給
付
分
は
、
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

が
一
時
的
に
立
て
替
え
ま
す
。
そ
の
後
、

加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
、
保

険
給
付
が
、
交
通
事
故
や
傷
害
な
ど
の

第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
を
原
因
と
す

る
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
保
険
の

第
１
号
被
保
険
者
が
、
交
通
事
故
や
傷

害
な
ど
の
第
三
者
行
為
が
原
因
で
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
場
合
や
状
態
が
悪
化

し
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

該
当
が
あ
る
場
合
に
は
、
浜
田
地
区

広
域
行
政
組
合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
三
者
行
為
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

■問
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課　
℡
０
８
５
５
（
２
５
）
１
５
２
０

申請する

引換券が届く

商品券を購入する

プレミアム付商品券購入までの流れ

住民税非課税者は江津市に申請書を提出
（子育て世帯分は申請不要）

商品券の販売場所に、引換券・身分証明書・
購入代金を示し、商品券を購入する

▲ホームページ
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Information
Pick Up!

「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
」

予
約
貸
付
受
付
中

◎
対
象
と
な
る
人

　

令
和
２
年
４
月
の
進
学
な
ど
を
希
望

し
て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
を
満
た
す
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の
母
ま

た
は
父
子
家
庭
の
父

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦

・
父
母
の
な
い
児
童

◎
資
金
の
種
類

①
児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る
資
金

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
お

よ
び
寡
婦
の
知
識
技
能
習
得
を
対
象

と
す
る
資
金

◎
申
請
す
る
と
き
の
注
意
点

・
貸
付
申
請
前
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
に
す
る
資
金

で
は
、
児
童
の
面
接
も
あ
り
ま
す
。

・
申
請
か
ら
貸
付
決
定
ま
で
に
時
間
を

要
し
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
対
象
外
と
な
る
場
合

　

他
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
を

受
け
る
人
は
、
原
則
と
し
て
児
童
の
進

学
な
ど
を
対
象
と
す
る
資
金
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。（
例
：
独
立
行
政
法
人
日
本

学
生
支
援
機
構
に
よ
る
奨
学
金
な
ど
）

【
児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

資
金
】

◎
修
学
資
金

　

高
校
、
大
学
、
大
学
院
、
高
等
専
門

学
校
ま
た
は
専
修
学
校
の
授
業
料
、
書

籍
代
、
交
通
費
な
ど
に
必
要
な
資
金

◎
修
業
資
金

　

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能

を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

◎
就
学
支
度
資
金

　

就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要
な
入

学
金
や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

※
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子

【
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

お
よ
び
寡
婦
の
知
識
技
能
習
得
を
対

象
と
す
る
資
金
】

◎
技
能
習
得
資
金

　

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能

を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

※
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
無
利

子
、
立
て
な
い
場
合
は
年
１
％

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

■申
■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　
℡
（
５
２
）
７
４
８
７

　
　
島
根
県
地
域
福
祉
課
石
見
ス
タ
ッ
フ　
℡
０
８
５
５
（
２
９
）
５
５
４
３

保
育
施
設
の
入
所
申
込
受
付

■問
子
育
て
支
援
課
保
育
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
３

「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基

準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
対
象
と
な
る
人
へ
の
案
内
や
手
続

き
は
日
本
年
金
機
構
が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
で

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非
課
税

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約
88
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
で
、
前
年
の
所
得

額
が
約
４
６
２
万
円
以
下
の
人

請
求
手
続
き

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
で
対
象
と
な
る

人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求

手
続
き
の
案
内
が
届
き
ま
す
。
同
封

の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
）
に
記
入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を

受
給
し
始
め
た
人
は
、
年
金
の
請
求

手
続
き
と
併
せ
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

来
年
度
の
保
育
所
（
園
）・
認
定
こ

ど
も
園
・
小
規
模
保
育
事
業
の
入
所
申

込
は
、
次
の
期
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

◎
申
込
受
付
期
間11

月
１
日

（金）
～
15
日

（金）

　

現
在
、
在
園
児
で
、
来
年
度
も
継
続

入
所
を
希
望
す
る
場
合
や
市
外
の
保
育

所
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
、
育
児
休
業

か
ら
の
復
帰
な
ど
で
年
度
途
中
か
ら
の

入
所
希
望
の
場
合
も
こ
の
期
間
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
手
続
き
の
詳
細
は
、
広
報
11
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

■問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
℡
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

　
浜
田
年
金
事
務
所　
℡
０
８
５
５
（
２
２
）
０
６
７
０

10
月
は
里
親
月
間■問

浜
田
児
童
相
談
所　
℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
５
６
０

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、

家
庭
的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め

て
養
育
す
る
「
里
親
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

・
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
。

・
自
分
で
も
里
親
に
な
れ
る
の
か
知
り

た
い
。

・
興
味
は
あ
る
け
ど
あ
と
一
歩
踏
み
出

せ
な
い
。

　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
児

童
相
談
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
は
移
植
医
療
の
推
進
月
間

■問
し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク　
℡
０
８
５
３
（
２
２
）
２
５
５
６

10
月
は
「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
」・ 「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」

10
月
10
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

　

移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者
だ

け
で
は
な
く
、
第
三
者
か
ら
の
善
意

に
よ
る
ご
提
供
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

　

提
供
し
た
い
・
提
供
し
た
く
な
い
、

ど
ち
ら
も
一
人
一
人
の
平
等
で
大
切

な
意
思
で
す
。

　

大
切
な
意
思
の
表
示
に
つ
い
て
、

ご
家
族
で
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
調
整
説
明
会

　
年
末
調
整
の
仕
方
や
法
定
調
書
、
市・

町
へ
の
給
与
支
払
報
告
書
の
記
載
と
提

出
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
な
ど
を

説
明
し
ま
す
。

※
所
要
時
間
は
約
２
時
間
30
分
で
す
。

【
対
象
地
域
：
江
津
市
】

◎
日
時　
11
月
13
日

（水）午
後
１
時
30
分
～

◎
会
場

　
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

【
対
象
地
域
：
浜
田
市
】

◎
日
時　
11
月
15
日

（金）　
午
後
２
時
～

◎
会
場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

【
対
象
地
域
：
川
本
町
、
美
郷
町
、
邑

南
町
】

◎
日
時　
11
月
18
日

（月）午
後
１
時
30
分
～

◎
会
場　
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　　

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

浜
田
税
務
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

◎
対
象
者　
事
業
者

◎
定
員　
各
回
20
人

◎
日
時　

　
10
月
９
日

（水）　
午
前
11
時
～
正
午

　
10
月
23
日

（水）　
午
後
３
時
～
４
時

　
11
月
20
日

（水）　
午
前
11
時
～
正
午

　
11
月
27
日

（水）　
午
後
３
時
～
４
時

　
12
月
18
日

（水）　
午
前
11
時
～
正
午

　
12
月
18
日

（水）　
午
後
３
時
～
４
時

◎
会
場　
浜
田
税
務
署
２
階
会
議
室

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
説
明
会
・
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

■問
浜
田
税
務
署　
℡
０
８
５
５
（
２
２
）
０
３
６
０
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Information
Pick Up!

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
次
の
と
お
り
希
望
者
に
実
施

し
ま
す

◎
対
象
者

　

江
津
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
、
接

種
当
日
65
歳
以
上
の
人

　

た
だ
し
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

で
次
の
条
件
の
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
心
臓
・
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が

い
を
有
す
る
人

②
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す

る
人

◎
接
種
費
用

　
自
己
負
担
額　
１
３
０
０
円

　

た
だ
し
、
対
象
者
で
次
の
人
は
無
料

で
す
。

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
属
す
る
人

・
福
祉
医
療
受
給
者
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人

　

窓
口
で
必
ず
各
受
給
者
証
な
ど
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

◎
接
種
期
間

　
11
月
１
日

（金）
～
令
和
２
年
１
月
31
日

（金）

◎
接
種
場
所

　

市
内
の
実
施
医
療
機
関
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
市
外
の
医
療
機
関
、
施
設
入

所
ま
た
は
長
期
入
院
中
の
人
は
、
施
設

な
ど
へ
ご
相
談
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
は
早
め
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
記
の
対
象
以
外
の
人
は
、
任
意
の

予
防
接
種
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け

医
療
機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
５

インフルエンザ予防接種実施医療機関
医療機関名 住   所 電話番号

有福クリニック 有福温泉町 （56）0250
要予約

井廻医院 嘉久志町 （52）2307
要予約

敬川沖田クリニック 敬川町 （53）0050
要予約

應儀医院 桜江町市山 （92）0057
おかだファミリー
クリニック 都野津町 （52）7899

要予約

川島耳鼻咽喉科医院 嘉久志町 （52）3933
要予約

国沢内科医院 都野津町 （53）0324

江津市国民健康保険
川越診療所 桜江町川越

（93）0206
要予約
※診療所開院日に
予約してください

済生会江津総合病院 江津町 予約は総合窓口
電話予約なし

鈴木内科眼科医院 和木町 （52）3739
西部島根医療福祉
センター 渡津町 （52）2442

要予約

能美医院 二宮町神主 （53）0456
要予約

能美医院跡市分院 跡市町  （56）2207
要予約

花田医院 後地町 （55）0005

花田医院浅利分院 浅利町 （55）0005
要予約

花田医院波積診療所 波積町本郷 （55）0005
要予約

花田クリニック 嘉久志町 （52）7722
要予約

船津内科医院 嘉久志町 （52）3203
要予約

船津内科川戸クリニック 桜江町川戸 （92）8010
要予約

もりとう内科クリニック 江津町  （52）2057
要予約

もりとう内科
松平診療所 松川町市村

 （57）0050 
要予約
※閉院日は上記番号

（江津町）へ連絡し
てください

山崎病院 江津町 （52）2816
要予約

渡利小児科内科医院 江津町 （52）2039
要予約

「
特
別
障
害
者
手
当
」

　

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別

の
介
護
が
必
要
な
人
に
支
給

「
障
害
児
福
祉
手
当
」

　

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
が
必
要

な
人
に
支
給

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

　

重
度
ま
た
は
中
程
度
の
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
人
を
監
護
・
養
育
す
る

父
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給

　

上
記
の
手
当
を
受
け
る
に
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

障
が
い
の
程
度
や
所
得
に
よ
る
受
給

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
障
が
い
の
あ
る
人
が
対

象
と
な
る
か
な
ど
の
詳
細
は
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
」

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者
が
、
自
ら
の
生
存
中
に
毎
月
一

定
の
掛
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
保

護
者
に
万
一
の
こ
と
（
死
亡
・
重
度
障

が
い
）
が
あ
っ
た
と
き
、
障
が
い
の
あ

る
人
に
終
身
一
定
額
の
年
金
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

◎
掛
金
月
額
（
一
口
当
た
り
）

　
９
３
０
０
円
～
２
万
３
３
０
０
円

※
保
護
者
の
加
入
時
の
年
齢
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
ま
た
、
二
口
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。

◎
年
金
の
額

・
一
口
加
入
者　
月
額
２
万
円

・
二
口
加
入
者　
月
額
４
万
円

　

加
入
の
手
続
き
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入
に
際
し
て
は

条
件
が
あ
り
ま
す
。
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
人
が
対
象
の
各
種
手
当

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
８

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
勧
誘
ト

ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

事
業
者
か
ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
料
金
が
今
よ
り
安
く
な
る
」
と
電
話

で
勧
誘
さ
れ
、
消
費
者
が
そ
の
場
で
契

約
し
て
し
ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
内
容
が
複
雑
な
場
合
が

あ
り
、
事
業
者
か
ら
の
電
話
で
の
口
頭

説
明
だ
け
で
は
、
理
解
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
主
な
勧
誘
手
口

・
今
よ
り
利
用
料
金
が
安
く
な
る
こ
と

ば
か
り
を
強
調
す
る
。

・
何
度
も
勧
誘
さ
れ
強
引
で
あ
る
。

・
契
約
の
手
続
き
を
急
か
さ
れ
る
。

・
会
社
名
が
不
明
、
明
確
に
会
社
名
を

言
わ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

な
ど

　

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
は
、
特
定
商
取
引
法
に
定
め

る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

電
気
通
信
事
業
法
で
定
め
ら
れ
た
消

費
者
保
護
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
ト
ラ
ブ
ル
防
止
方
法

・
勧
誘
員
の
言
う
ま
ま
に
パ
ソ
コ
ン
を

操
作
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
家
族
な
ど
と

一
緒
に
現
在
の
契
約
内
容
を
確
認
し
、

比
較
し
ま
し
ょ
う
。

・
契
約
す
る
前
に
契
約
内
容
、
解
約
方

法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
必
要
が
な
け
れ
ば
、
事
業
者
に
曖
昧

な
返
事
を
せ
ず
「
今
後
、
私
に
勧
誘
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
っ
て

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

■問
総
務
課
行
政
係　
℡
（
５
２
）
７
９
２
７
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逆
転
勝
利
で
島
根
大
会
を
制
覇

粘
り
の
野
球
で
つ
か
ん
だ
夢
舞
台

石
見
智
翠
館
高
校
、

４
年
ぶ
り
10
回
目
の
夏
の
甲
子
園
出
場

第
１
０
１
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根
大
会　

決
勝

第
１
０
１
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会　

１
回
戦

高
校
名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

計

開
星

０

０

０

０

０

２

０

０

３

０

０

０

２

７

石
見
智
翠
館

０

２

０

１

２

０

０

０

０

０

０

０
x３

8

高
校
名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

計

高
岡
商

１

２

０

０

０

０

１

０

０

２

６

石
見
智
翠
館

０

０

０

０

０

１

０

１

２

０

４

（
７
月
28
日　
松
江
市
営
野
球
場
）

（
８
月
６
日　
阪
神
甲
子
園
球
場
）

石見智翠館高校を応援しようとたくさんの
人が甲子園球場に駆け付け、三塁側ア

ルプス席を埋め尽くしました。江津からは郷田
ウィーズスポーツ少年団の皆さんも参加し「智
翠館のお兄さん」に声援を送りました。

　「テレビで見るとき写るのは投手・捕手ばかり
だったので、球場で他の守備位置が見れて勉強
になりました。
　球場で見る試合は思ったより迫力がありまし
た。応援していておもしろかったです！」

（左から野原花道さん、盆子原幸平さん、田中琳太郎さ
ん、三上颯大さん）

球児たちが見た甲子園

１．「やったぞ！」。島根大会優勝が決まり、歓喜に沸く選手たち。２．パレットご
うつで開かれた優勝報告会。甲子園での決意を高らかに述べた関山主将。３．市
民球場での試合には地元の人が多く訪れた。４．ヒットに沸く甲子園の大観衆。

粘りの投球でチームを甲子園に導いた迫広投手
（島根大会１回戦・江津市民球場）

1

2

3

4

島
根
大
会
、
激
戦
を
制
し
た

粘
り
強
い
野
球

　
第
１
０
１
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
島

根
大
会
が
７
月
14
日
に
開
幕
し
、
夏
の
甲

子
園
出
場
を
か
け
て
高
校
球
児
た
ち
が
競

い
合
い
ま
し
た
。

　
初
戦
、
石
見
智
翠
館
高
校
は
江
津
高
校

と
地
元
対
決
に
臨
み
ま
し
た
。
今
年
の
島

根
大
会
は
、
市
民
球
場
と
松
江
市
営
野
球

場
で
開
催
。
こ
の
初
戦
は
市
民
球
場
で
行

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
や
生
徒
な
ど
が

応
援
に
駆
け
付
け
、
球
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　
石
見
智
翠
館
は
初
戦
で
江
津
高
校
に
勝

利
す
る
と
、
準
々
決
勝
、
準
決
勝
と
駒
を

進
め
、
７
月
28
日
、
決
勝
戦
で
開
星
高
校

と
激
突
し
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
、
９
回
に
３
点
差
を
追
い

つ
か
れ
延
長
戦
へ
。
昨
年
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
甲
子
園
行
き
を
阻
ま
れ
た
石
見
智

翠
館
。「
今
年
こ
そ
は
」
と
い
う
意
気
込

み
が
大
き
な
声
援
に
な
り
、
選
手
た
ち
を

後
押
し
し
ま
し
た
。

　
延
長
13
回
、
開
星
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
２

点
勝
ち
越
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦

め
な
い
粘
り
強
い
野
球
を
見
せ
、
そ
の
裏

に
連
続
ヒ
ッ
ト
と
押
し
出
し
四
球
で
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
。
激
戦
を
制
し
て
島
根
大
会
を

優
勝
し
、
甲
子
園
出
場
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

甲
子
園
に
響
き
わ
た
る
大
声
援

　
８
月
６
日
の
夕
方
、
い
よ
い
よ
甲
子
園

で
石
見
智
翠
館
の
試
合
が
行
わ
れ
る
と
き

が
き
ま
し
た
。
対
戦
相
手
は
富
山
県
代
表

の
高
岡
商
業
で
す
。

　
大
会
初
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
球
場

に
は
江
津
か
ら
の
応
援
団
、
関
西
在
住
者

な
ど
も
加
わ
り
、
ア
ル
プ
ス
席
は
ほ
ぼ
満

員
に
な
り
ま
し
た
。

第
１
０
１
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
島
根
大
会
で
、

石
見
智
翠
館
高
校
が
出
場
39
校
の
頂
点
に
立
ち
、

４
年
ぶ
り
10
回
目
と
な
る
夏
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
序
盤
は
高
岡
商
業
に
リ
ー
ド
さ
れ
ま
し

た
が
、
６
回
と
８
回
に
１
点
づ
つ
加
点
し
、

相
手
を
追
い
か
け
ま
す
。

　
３
塁
側
の
ア
ル
プ
ス
席
で
は
、
相
手
の

応
援
に
負
け
じ
と
吹
奏
楽
部
が
大
音
量
で

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏
し
、
応
援
団
の
皆
さ

ん
も
「
か
っ
と
ば
せ
ー
」
と
声
を
張
り
上

げ
ま
し
た
。
今
年
作
ら
れ
た
石
見
神
楽
を

題
材
に
し
た
応
援
歌
で
は
、
神
楽
経
験
者

の
３
人
が
横
笛
で
囃
子
を
奏
で
、
応
援
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

２
点
を
追
い
か
け
る
９
回
裏
。
死
球
と

連
打
で
１
死
満
塁
と
す
る
と
、
関
山
主
将

が
三
遊
間
を
破
る
適
時
打
を
放
ち
、
４
対

４
の
同
点
に
追
い
付
き
ま
し
た
。
県
大
会

で
も
見
せ
た
粘
り
強
い
プ
レ
ー
で
球
場
の

興
奮
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
と
１
本
が
出
ず
、
令
和
最
初
の
延
長
戦

へ
突
入
し
ま
し
た
。

　
延
長
10
回
表
、
高
岡
商
業
に
２
点
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
裏
、
先
頭
の
打
者
が
安
打

で
出
塁
し
、
３
塁
ま
で
進
む
も
、
決
定
打
が

出
ず
試
合
終
了
。
惜
し
く
も
勝
利
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
島
根
大
会
決
勝
戦
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

粘
り
強
い
プ
レ
ー
に
、「
よ
ー
や
っ
た
！
」

と
球
場
か
ら
声
援
と
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
全
力
プ
レ
ー
で
球
場
を
沸
か
せ
た
そ
の
姿

は
、
応
援
団
の
皆
さ
ん
、
球
児
た
ち
、
江
津

市
民
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。
諦
め
な

い
野
球
で
私
た
ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
た

石
見
智
翠
館
の
選
手
た
ち
。
彼
ら
の
活
躍
は

こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

満員のアルプスから声援を送る応援団（８月６日、甲子園球場）
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○他
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）
５
３
２
１

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

可
燃
ご
み
手
数
料
の
改
定

　
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
・
地
方
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
可
燃

ご
み
処
理
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
。

○対
事
業
系
の
燃
や
せ
る
ご
み

※
家
庭
系
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
手
数

料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◎
改
定
後
の
金
額

　
10
㎏
当
た
り
１
０
０
円
→
１
０
１
円

■問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）
５
０
８
１

お
知
ら
せ

行
政
相
談
週
間

10
月
７
日

（月）
〜
13
日

（日）

　

行
政
相
談
は
、国
な
ど
の
行
政
機

関
の
仕
事
に
つ
い
て
、相
談
や
要
望

を
受
け
付
け
る
も
の
で
す
。
そ
の
解

決
を
促
進
し
、皆
さ
ん
の
声
を
行
政

運
営
の
改
善
に
役
立
て
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、こ
の
制
度
の
利
用

促
進
の
た
め
、毎
年
10
月
に
「
行
政

相
談
週
間
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、31
ペ
ー
ジ
の
日
程
で
無

料
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
課
行
政
係℡

（
５
２
）７
９
２
７

家
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
（
島
根
県
）で
は
、

市
内
で
家
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
調
査
票
（
家
計
簿
な
ど
）の
記

入
に
よ
り
、国
民
生
活
の
実
態
を
家

計
収
支
の
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
統

計
調
査
で
す
。

　

10
月
か
ら
、都
野
津
町
で
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
調
査
員
が
世
帯
の
名
簿
の
作
成
や

家
計
簿
の
記
入
の
依
頼
に
伺
い
ま

す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
島
根
県
統
計
調
査
課
生
活
消
費
グ

ル
ー
プ℡

０
８
５
２
（
２
２
）５
０
７
２

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、業
界
全
体
で
の

退
職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
が
、労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働

く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基

づ
き
、建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

◎
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
人

◎
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◎
掛
金　
日
額
３
１
０
円

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問
建
退
共
島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２
（
２
１
）９
０
０
４

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
５
億
円
の
発
売

　
宝
く
じ
の
収
益
は
各
県
ご
と
の
販

売
実
績
に
基
づ
い
て
配
分
し
、市
町

村
の
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

お
買
い
求
め
の
際
は
、お
近
く
の

販
売
所
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
で
も
購
入
で

き
ま
す
。

◎
販
売
期
間　
10
月
18
日

（金）
ま
で

■問
（
公
財
）島
根
県
市
町
村
振
興
協
会

℡
０
８
５
２
（
２
１
）４
３
０
１

島
根
県
立
大
学

事
務
職
員
採
用
試
験

　
令
和
２
年
４
月
採
用
の
大
学
事
務

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◎
採
用
職
種　
事
務

◎
受
験
資
格　
昭
和
59
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

◎
採
用
予
定
人
員　
１
人
程
度

◎
1
次
試
験
日　
11
月
10
日

（日）

有
　
料

　
広

　
告

情報
ポケットご

み
・
環
境

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
10
月
27
日

（日）

　
午
前
９
時
～
正
午

○￥
有
料

※
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

■問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）
５
０
８
１

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
10
月
27
日

（日）

　
午
前
９
時
～
正
午

○対
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可

○￥
有
料

各記号の意味
○日 日時　○期 期間　○場 場所　○内 内容　○対 対象
○資 資格　○持 持ち物　○定 定員　○￥ 費用　○〆 締切　
○他 その他　■問 問い合わせ先　■申 申請先

10月

有
　
料

　
広

　
告

◎
試
験
会
場

　
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

◎
受
付
期
間　
10
月
24
日

（木）
ま
で

※
消
印
有
効

◎
受
験
案
内
と
申
込
書
配
布
場
所

　
所
定
の
申
込
様
式
に
ご
記
入
の
う

え
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
様
式
は
、浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
総

務
課
、松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
課
、出

雲
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

総
務
課℡

０
８
５
５
（
２
４
）２
２
０
０

相　
談

ひ
と
り
親
家
庭
巡
回

就
業
相
談

　
母
子
家
庭
、父
子
家
庭
、寡
婦
の
人

を
対
象
に
就
業
相
談
を
行
い
ま
す
。

○日
申
し
込
み
時
に
調
整
し
ま
す
。

○場
江
津
市
役
所

○他
事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

■申
■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
（
５
２
）７
４
８
７

10
月
補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
1
日

（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
２
日

（水）
〔
東
神
実
業
〕

　
午
後
１
時
～
2
時
30
分

☆
7
日

（月）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

☆
30
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」会
場

☆
10
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
９
３
４

食
事
相
談

○日
10
月
30
日

（水）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

○場
江
津
市
役
所
第
５
会
議
室

○対
糖
尿
病
、境
界
型
糖
尿
病
、そ
の
他

希
望
す
る
人

◎
申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

℡
（
５
２
）７
９
３
５

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン
江
津

　
が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
し
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

○日
10
月
19
日

（土）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○場
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

○対
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か
つ
て
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
な
ど
ど
な
た
で
も

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
世
話
人
代
表　
松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ご
う
つ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）開
設

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、認
知

症
に
不
安
の
あ
る
人
、誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
で

も
飲
み
な
が
ら
、認
知
症
の
こ
と
や

医
療
・
介
護
の
こ
と
、心
配
事
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○日
10
月
12
日

（土）
、26
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

○場
ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事
業
所

○対
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、専
門

職
な
ど
ど
な
た
で
も

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
青
山
介
護
支
援
事
業
所

℡
（
５
４
）３
１
２
３

介
護
就
職
デ
イ
就
職
面
談
会

　
介
護
分
野
の
「
就
職
面
談
・
相
談

会
」を
開
催
し
ま
す
。

○日
10
月
４
日

（金）　
午
後
１
時
～
４
時

○場
い
わ
み
ー
る
１
０
１・
１
０
２
研

修
室

○内
介
護
・
福
祉
分
野
の
事
業
所
の
担

当
者
か
ら
、事
業
所
の
特
色
や
仕
事

の
内
容
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
参
加
企
業　
８
社
程
度

※
雇
用
保
険
受
給
者
の
人
は
、求
職

活
動
実
績
に
該
当
し
ま
す
。

■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

℡
０
８
５
５
（
２
２
）８
６
０
９

生
活
・
仕
事
・
お
金
な
ど
で

お
困
り
の
人
へ

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
に
、専
門
の
支
援
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
開
設
日　
平
日

◎
開
設
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○場
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

■問
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）２
４
７
４

市県民税（３期）の納付期限は 10 月 31日（木）です
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移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

○日
10
月
９
日

（水）　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
毎
月
第
２
水
曜
日

○場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

○内
求
人
・
求
職
相
談
、看
護
情
報
の

提
供
な
ど

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

講
座
・
研
修

介
護
者
教
室

　
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
介
護
者
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

○日
10
月
28
日

（月）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

○場
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

◎
演
題　
「
認
知
症
の
妻
と
向
か
い

合
っ
て
～
笑
顔
に
癒
さ
れ
学
び
な
が

ら
の
老
老
介
護
～
」

◎
講
師　
浅
野
芳
友
氏

○定
１
０
０
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■申
■問
健
康
医
療
対
策
課
包
括
支
援
係

℡
（
５
２
）７
４
８
８

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　
犬
の
飼
い
方
や
問
題
行
動
へ
の
対

処
の
仕
方
に
つ
い
て
、
犬
の
訓
練
士

が
犬
と
の
実
演
を
交
え
な
が
ら
お
答

え
し
ま
す
。

○日
10
月
26
日

（土）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

○場
市
役
所
１
階
正
面
玄
関
前
の
駐
車
場

○定
25
人
（
先
着
順
）

※
ご
家
族
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

飼
い
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

○￥
無
料

◎
申
込
方
法

　
市
民
生
活
課
の
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
質
問
事
項
が
あ
れ
ば
、
申
込
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
犬
の
種
類
・

性
別
・
年
齢
も
必
要
）

○〆
10
月
1
日

（火）
～
17
日

（木）

■申
■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）
７
９
３
６

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね(
秋
期
）

　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社

概
要
、採
用
計
画
の
説
明
を
行
う
合

同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

○対
令
和
２
年
３
月
大
学(

院
含
む)

、

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
、高
等
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者

・
大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
人

○日
10
月
23
日

（水）

　
正
午
～
午
後
５
時
10
分

○場
松
江
テ
ル
サ
１
階
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

○内
企
業
紹
介
マ
イ
ク
リ
レ
ー
、企
業

ブ
ー
ス
訪
問
（
途
中
、企
業
の
入
れ

替
え
を
行
い
ま
す
）

◎
参
加
企
業　
50
社

※
詳
し
く
は
「
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま

ね
」の
サ
イ
ト
に

掲
載
し
ま
す
。

■問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公
益
財

団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

℡
０
１
２
０
（
６
７
）４
５
１
０

保
育
士
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
保
育
現
場
へ
の
就
職
に
役
立
つ
知

識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○対
保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち
で
、現
在

は
保
育
士
と
し
て
勤
め
て
い
な
い
人

○日
10
月
30
日

（水）
、31
日

（木）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
45
分

※
2
日
間
受
講
が
基
本
で
す
が
、1

日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

○場
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

○〆
10
月
25
日

（金）

○他
無
料
託
児
あ
り
（
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
）

■申
■問
社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
）℡

０
８
５
２
（
３
２
）５
９
５
７

求
職
者
と
求
人
企
業
と
の

意
見
交
換
会
・
見
学
会

○日
11
月
12
日

（火）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○場
い
わ
み
ー
る
３
０
１
研
修
室

○内
求
職
者
と
求
人
企
業
が
座
談
会
形

式
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

・
企
業
と
の
意
見
交
換
会

　
午
前
10
時
～
正
午

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

・
職
場
見
学
（
希
望
者
の
み
）

　
午
後
１
時
～
３
時

○他
見
学
終
了
後
、体
験
希
望
者
と
企

業
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

○￥
無
料

■申
■問
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

（
レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田
）

℡
０
８
５
５
（
２
５
）５
２
０
７

募　
集

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

社
会
の
た
め
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

屋
内
・
屋
外
清
掃
、

窓
ふ
き
や
水
ま
わ
り
の
掃
除
、家
庭

の
定
期
的
な
ご
み
出
し
、障
子
の
貼

り
替
え
、草
刈
り
や
せ
ん
定

◎
入
会
条
件　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る
人

入
会
説
明
会

○日
10
月
17
日

（木）　
午
後
１
時
30
分
～

○場
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○他
筆
記
用
具
持
参

※
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

有
　
料
　
広
　
告

　
　　　 　

有
　
料
　
広
　
告

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

録
音
図
書
編
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

○対
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で
き

き
、受
講
後
、視
覚
障
が
い
の
人
が
利

用
す
る
テ
キ
ス
ト
デ
イ
ジ
ー
図
書
な

ど
の
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
で
き
る
人

○日
11
月
22
日
、29
日

12
月
６
日
、13
日
、20
日
（
５
日
間
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

○場
い
わ
み
ー
る
４
Ｆ

○￥
無
料

○〆
11
月
21
日

（木）

※
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■申
■問
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
４

入
校
生
・
受
講
生
の
募
集

令
和
２
年
度
入
校
生

◎
募
集
科
目　
①
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
、

②
建
築
科
、③
機
械
加
工
・
溶
接
科

※
と
も
に
１
年
訓
練

◎
募
集
人
数　
①
、②
、③
と
も
に
10
人

◎
応
募
資
格

・
①
は
、高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
お
よ
び
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
る
人

・
②
、③
は
、中
学
校
以
上
を
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人

◎
募
集
期
間

　
10
月
１
日

（火）
～
10
月
30
日

（水）

◎
試
験
期
日　
11
月
８
日

（金）

◎
試
験
会
場　
島
根
県
立
西
部
高
等

技
術
校

○他
応
募
方
法
や
授
業
料
、科
目
の
詳

細
は
、同
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
施
設
内
の
見
学
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
実
践
科
の

受
講
生
募
集

　
社
経
理
事
務
に
必
要
な
簿
記
や
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
知
識
、技
能
を
習
得

し
、事
務
処
理
能
力
の
向
上
や
業
務

の
企
画
・
提
案
な
ど
が
で
き
る
ス
キ

ル
習
得
し
ま
す
。

　
幅
広
い
業
種
で
必
要
と
さ
れ
る
Ｉ

Ｔ
知
識
、コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
ま
す
。

○資
求
職
者

◎
訓
練
期
間　
11
月
12
日

（火）
～

令
和
２
年
３
月
11
日

（水）

◎
訓
練
会
場

　
（株）
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

◎
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
２
１
０
０
０
円
程
度
必
要
）

○定
15
人

○〆
10
月
23
日

（水）

◎
申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓

口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
入
校
検
定
日　
10
月
30
日

（水）

◎
検
定
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
５
階

中
会
議
室

◎
選
抜
方
法　

筆
記
試
験
（
国
語･

数
学
）･

面
接
試
験

■申
■問
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

℡
０
８
５
６
（
２
２
）２
４
５
０

第
７
回
島
根
県
消
防
協
会

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

◎
テ
ー
マ

　
輝
け
！
消
防

◎
サ
イ
ズ

　

４
つ
切
り
ま
た

は
ワ
イ
ド
４
つ
切
り

○場
県
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
マ
チ

ュ
ア
問
い
ま
せ
ん
）

○〆
10
月
15
日

（火）
～令

和
２
年
１
月
31
日

（金）

◎
応
募
先

　
松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１—

３

　
公
益
財
団
法
人
島
根
県
消
防
協
会

※
応
募
上
の
注
意
な
ど
、詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■申
■問
公
益
財
団
法
人
島
根
県
消
防
協
会

℡
０
８
５
２
（
２
１
）２
１
６
６

イ
ベ
ン
ト

キ
ラ
リ
☆
ま
め
な
作
品
展

　
市
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ

ア
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
が
、１

年
間
か
け
て
作
成
し
た
絵
画
な
ど
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○期
10
月
25
日

（金）
～
30
日

（水）

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

　
※
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で

○場
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

■問
健
康
医
療
対
策
課
包
括
支
援
係

℡
（
５
２
）７
４
８
８

宝
く
じ
文
化
公
演

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子

コ
ン
サ
ー
ト

○日
12
月
７
日

（土）　
午
後
５
時
～

（
開
場　
午
後
４
時
30
分
）

○場
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

○￥
チ
ケ
ッ
ト
料
金
（
全
席
指
定
）

・
前
売　
２
５
０
０
円

・
当
日　
３
０
０
０
円

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、特
別
料

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
備
考

・
未
就
学
児
の
ご
同
伴
・
ご
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
前
売
で
完
売
し
た
場
合
、当
日
券
の

販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　
総
合
市
民
セ
ン
タ

ー
、ゆ
め
タ
ウ
ン
江

津
ほ
か

■申
■問
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー　

℡
（
５
２
）２
１
５
５

▲ホームページ
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第
26
回
「
小
さ
な
巨
匠
展
」

　
島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
と

市
内
の
特
別
支
援
学
級
、江
津
市
在

住
の
島
根
県
立
浜
田
養
護
学
校
の
児

童
生
徒
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
学
習
活
動
の
中
で
制

作
し
た
絵
画
や
版
画
、工
作
な
ど
の

造
形
作
品
や
学
習
の
様
子
を
紹
介
し

た
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
向
け

た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
形
に
し
た

「
福
島
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ

の
参
加
の
様
子
、ひ
ま
わ
り
を
題
材

に
し
た
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
小
さ
な
巨
匠
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○期
11
月
21
日

（木）
～
11
月
27
日

（水）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

○場
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津

○￥
入
場
無
料

■問
島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
生

徒
指
導
部　

  

℡
（
５
２
）２
６
１
３

高
砂
文
化
祭

○日
10
月
26
日

（土）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○場
高
砂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内

○内
石
見
神
楽
、大
正
琴
、模
擬
店
、無

料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

■問
島
根
県
済
生
会
高
砂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）５
１
０
０

西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
島
根
県
立
江
津
清
和

養
護
学
校
学
園
祭

　
島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
の

生
徒
に
よ
る
発
表
会
を
は
じ
め
、石

見
智
翠
館
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
、石
見
神
楽
な
ど
の
多
彩
な
催
し

物
が
あ
り
ま
す
。

　
模
擬
店
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

○日
10
月
26
日

（土）
、27
日

（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

○場
島
根
整
肢
学
園
西
部
島
根
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー

■問
島
根
整
肢
学
園
西
部
島
根
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー
育
成
部

℡
（
５
２
）２
４
４
２

 

浜
田
法
人
会
特
別
講
演
会

　
公
益
社
団
法
人
浜
田
法
人
会
で
は
、

特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○日
11
月
４
日

（月）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

○場
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◎
内
容

・
演
題
「
苦
し
み
を
笑
い
に
変
え
た

野
球
人
生
」

・
講
師　
野
球
解
説
者　
達
川
光
男
氏

○定
１
５
０
人

※
高
校
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
ご

聴
講
で
き
ま
す
。

○￥
無
料

○〆
10
月
31
日

（木）
必
着

◎
申
込
方
法

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
書
は
浜
田

法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■申
■問
公
益
社
団
法
人
浜
田
法
人
会

℡
０
８
５
５
（
２
３
）８
０
６
０

Fax
０
８
５
５
（
２
３
）８
０
６
１

す
や
ま
と
し
お
ラ
イ
ブ

　
「
す
ー
さ
ん
」こ
と
、す
や
ま
と
し

お
さ
ん
が
10
年
ぶ
り
に
江
津
で
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
ま
す
。　

○日
11
月
17
日

（日）　
午
後
１
時
～

（
開
場
は
正
午
か
ら
）

○場
旧
跡
市
小
学
校
体
育
館

○定
１
０
０
人

○￥
大
人
２
０
０
０
円
（
中
学
生
以

上
）子
ど
も
１
０
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売

場
所
な
ど
、詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■問
す
や
ま
と
し
お
さ
ん
招
い
て
ラ
イ

ブ
を
開
こ
う
会
（
小
川
）

℡
０
９
０
（
７
７
７
２
）５
１
８
７

島
根
県
立
大
学
海
遊
祭

　
今
年
度
で
20
回
目
を
迎
え
る
島
根

県
立
大
学
の
学
園
祭
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○日
10
月
13
日

（日）
、14
日

（月）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
頃

○場
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

■問
海
遊
祭
実
行
委
員
会

℡
０
９
０
（
８
０
６
２
）３
１
８
２

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

ゆ
っ
た
り
☆
親
子
の
会

「
ポ
ン
ポ
ン
ア
ザ
ラ
シ
を
作
ろ
う
！
」

○日
10
月
28
日

（月）　
午
前
10
時
～

○定
先
着
20
個
（
1
個
１
０
０
円
）

○対
当
日
入
館
し
た
人
で
、
未
就
学
の

お
子
さ
ん
と
パ
パ
や
マ
マ
（
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
）

石
見
神
楽
（
ア
ク
ア
ス
公
演
）

◎
日
程

・
10
月
13
日

（日）
【
熱
田
保
存
会
】

・
10
月
14
日

（月）
【
神
楽
大
会
】

・
10
月
22
日

（火）
【
波
子
社
中
】

・
10
月
27
日

（日）
【
宇
野
保
存
会
】

◎
時
間　
午
後
１
時
～
３
時

※
雨
天
中
止

◎
神
楽
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
島
根
物
産
商
事
株
式
会
社

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
３
８
８

■申
■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
９
０
０

有
　
料
　
広
　
告

　
　　　 　

 交通事故の発生状況
（８月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｒ１年 22 1 25
前年比 4 1 4

県
内

Ｒ１年 581 15 666
前年比 -99 2 -155

 火災・救急・救助の件数
（８月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 2 2 113
年間合計 8 15 830

 人の動き
（８月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　23,503人（9）
男　　　　11,052 人（8）
女　　　　12,451人（1）
世帯数　　11,582世帯（8）
赤ちゃんの誕生
男の子　　５人　／　女の子　　６人

ありがとうございます
（8 月 31日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付
香典返し寄付
▽江津・夜陣和子さん（故勝美さん）▽後地・嶋
田孝之さん（故延子さん）▽都野津・柿本明彦さん

（故衛さん）▽浅利・森奈々子さん（故眞爾さん）
▽黒松・石井昌子さん（故良久さん）▽江津・田
儀美奈子さん（故哲子さん）▽江津・吉田真司さん

（故タツ子さん）▽都野津・井上裕嗣さん（故正人
さん）▽嘉久志・高橋猛さん（故雪枝さん）▽嘉久
志・田中康彦さん（故常元さん）▽都野津・山藤幸
利さん（故政明さん）▽桜江・山下貴英さん（故美
紗さん）▽愛知県知多郡武豊町（川平）・坂根洋明
さん（故春恵さん）▽広島市東区（渡津）・藤岡雅
史さん（故テイさん）▽波積・田儀孝保さん（故セ
ツ子さん）
一般寄付
▽敬川・社会福祉法人　敬川保育所

※掲載をご了承いただいた人について掲載し
ています。印刷上表記できない漢字は、常用
漢字などに置き換えています。

江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

有
　
料
　
広
　
告

消費者生活に関するご相談は、
　消費者ホットライン
　　１８８（局番無し）
　　　　※お近くの消費者相談セ

　　　ンターにつながります。

くらしの広場
　マンガで学ぶ
　賢い消費生活

作 柏屋コッコ

（無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）

10 月の無料相談
人権相談

江津 21日（月）　9：00 ～12：00
市役所2階　第5会議室

桜江 開催なし

行政相談

江津 23日（水）14：00 ～17：00
市役所１階　市民相談室

桜江 16日（水）9：00 ～12：00
桜江総合センター　和室

こころの健康相談
日時 16日（水）14：00 ～16：00
会場 市役所第 4会議室

予約先 浜田保健所　℡0855(29)5550
交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
会場 浜田合同庁舎１階

予約先 島根県交通事故相談所浜田相談室
℡0855（29）5563

サポステ浜田　就労相談
日時 毎月第２火曜日 11：00 ～13：00
会場 市社会福祉協議会　面談室

予約先
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる1階）
℡0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

10日（木）13：00～15：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（江津）

25日（金）9：00 ～12：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（桜江）

15日（火）13：30 ～15：45
桜江総合センター　※要予約

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

予約先 市社会福祉協議会　℡（52）6710

10 月の断酒会
江津保健センター
開催日 3日・10日・24日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター
開催日 17 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154

▲ホームページ
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

跡市の夏を楽しむ
　８月13 日、お盆の帰省客や地元の人が交流する「あと
いち祭り」が旧跡市小学校で開かれました。ステージイベ
ントや地元グルメの屋台は多くの人でにぎわいました。
　ステージでは、田植え囃子、地元出身者などによるバン
ド「Atoichi GO」の演奏、跡市出身の歌手・神手茂さん
による歌謡ショーや石見神楽の上演と多彩な企画が盛りだ
くさん。「Atoichi GO」の演奏に合わせて、地元のお子さ
んたちが元気いっぱいにダンスを披露すると、会場から温
かい拍手が送られました。

釣って楽しい、食べておいしいキス
　黒松自治区推進協議会主催のキス釣り大会が、８月25
日に黒松海水浴場で開催されました。今年で８回目の開
催で、15人が参加しました。
　「砂浜の女王」とも呼ばれるキス。春から秋にかけて市
内の海岸や漁港などで手軽に挑戦でき、釣りファンの多い
魚です。大会の釣果は全体で545匹、最長は20cmでした。
　今年３回目の参加となった橋川透さん（小学６年生）は、

「釣りが好き。今日釣ったキスは天ぷらにして食べたい」と
笑顔でした。

光と水の祭典「江の川祭」
　今年で 36 回目、そして、令和最初の江の川祭が８月16 日に
開かれ、49000人（主催者発表）の見物客が訪れました。
　台風第 10 号の影響で、大蛇艇競漕などの一部のイベントは中
止となりましたが、江津市音頭パレードや花火大会などが行われ
ました。祭りに参加する皆さんの熱い思いが空に届き、当日は台
風の影響はほとんどなく、青空が顔を覗かせました。
　江津市音頭パレードとニューバージョンには、29 団体 851 人
が参加して江津駅前を行進。花火大会では、約 6000 発の花火
が打ち上げられ、江津の夜空を鮮やかな色で彩りました。

～

　「一度は見たことがある…？」
　「名前は知っていても顔は…？」
　文豪の顔あてクイズとその著作
品を展示します。
◎とき　　期間中いつでも
◎ところ　本館・分館

　利用者提供・図書館除籍本・雑
誌などを無償でお譲りします。
◎とき　　期間中いつでも
◎ところ　本館ロビー・分館館内
※お持ち帰りの袋は各自でご用意
ください

　土日限定！スティックタイプの
ホットドリンクを自由に飲んでい
ただけます。
◎とき　　10 月19・20・26・27日

（期間中の土日のみ）
◎ところ　本館ロビー

　しまね子どもの読書等推進の会
江津支部会員による読み聞かせな
どを開催します。
◎とき　　10 月 26 日（土）

午前 11 時～
◎ところ　本館

　手軽にオリジナルの編みカゴが作れるクラフトテープ工作。テーマの〝文
豪〟にちなんで、眼鏡・ペンケースを作ります。
◎とき　　10 月 27 日（日）　午後７時～
◎ところ　本館
◎講師	 　大場直子さん
◎材料費　300 円
◎申込方法
　本館に電話でお申し込みください。

　わらのひもをリース状にしたものを土
台にして、種々の飾りを取り付けていき、
オリジナルのリースづくりを自由に体験
できます。
◎とき　　期間中いつでも
◎ところ　本館・分館

◎毎週火曜日
◎月末休館日　31日（木）
◎特別休館日
　2 日（水）～ 6 日（日）
※休館中や早朝、夜間の返却には、返
却ポストをご利用ください。必ず、備え
付けの用紙にお名前などをご記入くださ
い。大型絵本、ＣＤ、ＤＶＤ、紙芝居
の返却はカウンターでお願いします。

としょ活
クラフトテープでつくる眼鏡ケース・ペンケース

テーマ展示
文豪の秋

本のリサイクル市

今月の休館日

セルフカフェ おはなし会

ワークショップ
和のリースづくり

［ 問い合わせ先 ］	 江津市図書館　℡（５２）０５５１・桜江分館　℡（９２）０３００

㈯ ㈬
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30
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19
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
1 2 3 4 5
●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診

●済 子宮頸がん検診 ●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●保 断酒会（27）

●済 子宮頸がん検診 ◆乳がん検診
（ゆめタウン江津）

●中 日本商工会議
所青年部中国ブ
ロック大会

6 7 8 9 10 11 12
●総 しまね映画祭 in

ごうつ
●中 市中学校総合体

育大会

●済 子宮頸がん検診
◆胃がん検診

（本町第一自治会集
会所,渡津地域コミュ
ニティ交流センター ,
市役所）

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●じ 海洋プラスチック

ごみ講演会（8）

●済 子宮頸がん検診 ●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●社 法律相談（27）
●保 断酒会（27）

●済 子宮頸がん検診
●総 小中学校音楽会

◆オレンジカフェご
うつ（23）

13 14　体育の日 15 16 17 18 19 ごうつ食育の日

●総 みずほ楽器ピア
ノ発表会

●中 市ＰＴＡ連盟球技
大会

●中 市野球連盟秋季
選手権大会

●総 みずほ楽器ピア
ノ発表会

●中 市民スポーツフェ
スタ

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●さ 一般相談（27）

●サ サンピコの日
●済 子宮頸がん検診
●さ 行政相談（27）
●役 こころの健康相談

（27）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆子宮頚がん検診

（尾浜集会所 , 黒松・
都治・波積地域コミュ
ニティ交流センター ,
市役所）

●桜 断酒会（27）

●済 子宮頸がん検診 ●中 石央地区中学校
野球大会

●中 中国ジュニアＳＴ
選手権県代表選
考会

●中 全日本シニア軟
式野球ブロック
予選大会

●保 がんケアサロン
江津（23）

20 21 22 23 24 25 26
●中 市職 域バレー

ボール大会
●中 中国ジュニアＳＴ

選手権県代表選
考会

●中 全日本シニア軟
式野球ブロック予
選大会

●済 健康フェスタ

●済 子宮頸がん検診
◆ 胃がん検診

（嘉久志・和木地域
コミュニティ交流セン
ター, 市役所）

●役 人権相談（27）

即位礼正殿の儀 ●済 子宮頸がん検診
●中 市グラウンドゴル

フ協会秋季大会
●役 行政相談（27）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●中 年金者連盟グラ

ウンドゴルフ大会
●保 断酒会（27）

●済 子宮頸がん検診
●中 県高校ソフトテニ

ス新人戦大会
●パ まめな作品展（25）
●社 一般相談（27）

●サ やまピコまつり
●中 県高校ソフトテ

ニス新人戦大会
●中 市防犯少年剣道

大会
●中 市郵便局長杯グラ

ウンドゴルフ大会
◆オレンジカフェご

うつ（23）
●役 犬のしつけ方教

室（24）
●パ まめな作品展（25）
◆江津清和養護学

校学園祭（26）

27 28 29 30 31
●サ やまピコまつり
●総 ブルグミュラーコ

ンクール
●中 県高校ソフトテニ

ス新人戦大会
●中 県障がい者ス

ポーツ大会
●中 中国五県軟式野

球ブロック予選
◆ 少年自然の家オー

プンデー（9）
●エ ●島 休日開場日（22）
●パ まめな作品展（25）
◆江津清和養護学

校学園祭（26）

●済 子宮頸がん検診
●総 平和勝次ショー
●総 介護者教室（24）
●パ まめな作品展（25）

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●パ まめな作品展（25）

●済 子宮頸がん検診
●役 食事相談（23）
●パ まめな作品展（25）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診

江津市教育の魅力化プロデューサー
江上　尚 ［ わくわくナビゲーターに聞く！〜お母さん編〜 ］

第６回

10月ごうつカレンダー

◎各記号の意味
●役 市役所　●人 人権啓発センター　●島 島の星クリーンセンター　●エ エコクリーンセンター　●保 江津保健センター　
●さ 桜江総合センター（●桜 桜江保健センター●コ 桜江コミュニティセンター●川 川戸地域コミュニティ交流センター）　
●中 中央公園　●総 総合市民センター　●図 江津市図書館　●パ パレットごうつ　●サ サンピコごうつ　●子 子育てサポートセンター　
●じ じばさんセンター　●社 社会福祉協議会　●済 済生会江津総合病院　◆市内その他会場　　　　　　※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

江津市 PR キャラクター
 「人麻呂くんとよさみ姫」

合
計
3
回
開
催
さ
れ
た
「
わ
く
わ
く
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
で
は
、
地

域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
、
地
域
で
働
く
皆

さ
ん
、
保
護
者
、
教
員
、
そ
し
て
、
現
役
高

校
生
た
ち
が
受
講
。
江
津
市
に
わ
く
わ
く
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
初
め
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
江
津
市
の
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

行
う
「
わ
く
わ
く
エ
ン
ジ
ン
®
発
見
プ
ロ
グ

ラ
ム
」。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
21
が

提
唱
し
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
域
で
実
施

し
て
い
く
の
が「
わ
く
わ
く
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」

の
皆
さ
ん
で
す
。

　

今
回
は
、
同
法
人
の
朝
山
あ
つ
こ
代
表

に
よ
る
わ
く
わ
く
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
岡
本

文
子
さ
ん
（
和
木
町
在
住
）
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
ま
し
た
。

朝
山　
岡
本
さ
ん
、
こ
の
た
び
養
成
講
座
を

受
講
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け

は
何
で
し
ょ
う
か
？

岡
本　

私
は
、「
好
き
な
こ
と
は
1
つ
で
な

く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
セ

ラ
ピ
ス
ト
・
看
護
師
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
３
人
の
子
ど
も
の
親
で
も
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
江
津
市
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演

会
で
朝
山
さ
ん
の
お
話
を
聴
き
、「
こ
れ
は

お
も
し
ろ
い
な
。
こ
ん
な
取
り
組
み
が
江

津
市
で
実
現
で
き
た
ら
す
て
き
だ
な
」
と

感
じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
夏
に
養
成
講
座
を
開
催
す
る
と
い
う

こ
と
を
広
報
紙
で
知
り
、
一
歩
踏
み
出
そ

う
と
思
っ
て
申
し
込
み
ま
し
た
。

朝
山　
同
時
に
申
し
込
ま
れ
た
10
人
ほ
ど
の

お
母
さ
ん
た
ち
と
も
、
普
段
か
ら
お
知
り

合
い
だ
そ
う
で
す
ね
。

岡
本　
は
い
。
実
は
、
一
人
で
養
成
講
座
に

参
加
す
る
の
が
少
し
恥
ず
か
し
く
て
、
ど

う
せ
な
ら
同
じ
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
て
い

る
友
人
を
誘
っ
ち
ゃ
お
う
と
一
斉
に
声
を

か
け
た
ん
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
、
こ

れ
だ
け
の
人
数
が
集
ま
り
ま
し
て
。

朝
山　
同
じ
よ
う
な
感
覚
と
い
う
の
を
も
う

少
し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
本　
い
ま
、
高
校
２
年
生
と
１
年
生
、
中

学
１
年
生
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
子
ど
も

の
友
達
と
も
、
部
活
動
や
地
域
の
活
動
を

通
し
て
頻
繁
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
彼
ら
と
話
を
し
て
い
る
と
、「
自
分
は
何

が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」、「
な
ぜ
こ
れ
を
し

な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
葛

藤
し
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
ま
す
。
し
ば

ら
く
話
を
し
て
い
る
と
、「
す
ご
く
光
る
も

の
が
あ
っ
た
り
す
る
の
に
、
自
分
で
気
づ

け
て
い
な
い
な
」
と
感
じ
ま
す
。

　

私
が
今
回
誘
っ
た
友
人
も
、
こ
の
状
況

に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
り
、「
ど
う
し
た
ら

子
ど
も
た
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を
引
き
出
し

て
あ
げ
ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
課
題

意
識
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

朝
山　

そ
う
な
ん
で
す
ね
、「
引
き
出
し

方
」
っ
て
大
切
で
す
よ
ね
。
特
に
、
親
や

教
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
が
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
「
い
い
と
こ
ろ
を
引
き

出
す
」
こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
て
も
心
強

い
で
す
よ
ね
。

岡
本　
は
い
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
し
、
実
現
し
た
い
で
す
よ
ね
。

朝
山　
養
成
講
座
を
修
了
さ
れ
て
、
江
津
市

初
の
わ
く
わ
く
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
1
期
生
と

な
ら
れ
ま
し
た
が
、
意
気
込
み
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

岡
本　
「
答
え
を
出
そ
う
」
と
す
る
子
育
て

で
は
な
く
て
、
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
「
わ

く
わ
く
エ
ン
ジ
ン
を
引
き
出
し
て
い
く
」

を
ブ
レ
な
い
軸
と
し
て
、
仲
間
た
ち
と
活

動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

朝
山　
一
緒
に
、
江
津
市
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

お詫びと訂正

　広報９月号８ページ「古民家
で自然食品の魅力伝える」の記
事について、お名前の一部に誤
りがありました。
　正しくは、寺井秀雅さんです。
　ご迷惑をおかけしたことをお
詫び申し上げ、訂正いたします。

教
育

魅
力

化
C

AR
EER

 ED
U

C
ATIO

N
 FO

R
 YO

U
R

 H
O

M
ETO

W
N

わくわくナビゲーターのお母さんたち（左から２人目が岡本
文子さん、４人目が朝山あつこ代表）
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